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平成28年施政方針

協働のまちづくり
開花の年
協働のまちづくり
開花の年

2月定例議会が2月23日から3月22日まで開かれ、
松井三郎市長が平成28年度の施政方針を述べました。
今回はこの概要を紹介します。

※施政方針の全文はホームページからご覧いただけます。

2月定例議会が2月23日から3月22日まで開かれ、
松井三郎市長が平成28年度の施政方針を述べました。
今回はこの概要を紹介します。

※施政方針の全文はホームページからご覧いただけます。

2月23日、市議会2月定例会初日
に施政方針を述べる松井市長

は
じ
め
に

平
成
21
年
４
月
に
市
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
７
年
の

歳
月
が
流
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
端
を
発
し
た
経
済
・
財
政

の
悪
化
や
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
、
さ

ら
に
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
る
な

ど
、
多
く
の
困
難
な
事
象
が
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
急
速
に

進
む
少
子
高
齢
化
と
人
口
流

出
・
人
口
減
少
が
社
会
問
題
化

し
、
地
方
自
治
体
に
は
、
新
た

な
自
治
体
運
営
へ
の
転
換
が
強

く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

掛
川
市
は
、
二
元
代
表
制
で
あ

る
市
議
会
と
市
行
政
が
、
と
も

に
、
市
民
と
市
が
支
え
合
う

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
理

念
に
基
づ
く
市
政
運
営
に
努
め

て
き
た
こ
と
で
、
中
東
遠
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
や
希
望

の
丘
の
開
設
、
掛
川
駅
木
造
駅

舎
の
修
復
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

美
術
館
の
オ
ー
プ
ン
の
ほ
か
、

ご
み
減
量
日
本
一
の
仕
組
み
の

確
立
や
地
震
津
波
対
策
の
推
進
、

優
良
企
業
の
誘
致
、
行
財
政
改

革
な
ど
、
数
々
の
成
果
を
出
す

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
し
て
、
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
が
、
時
代
の
転
換
点
と

も
い
え
る
今
を
乗
り
越
え
る
ま

ち
づ
く
り
の
手
法
で
あ
る
と
い

う
確
信
の
も
と
、
自
治
基
本
条

例
、
住
民
投
票
条
例
お
よ
び
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
条

例
の
制
定
や
、
情
報
公
開
条
例

を
改
正
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

本
年
は
、
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
市
内
す
べ
て
の
地
区

に
お
い
て
動
き
出
す
年
で
あ
り
、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
開
花

の
年
」
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、

各
地
区
の
特
性
を
尊
重
し
な
が

ら
、
市
民
自
ら
の
意
思
と
行
動

に
基
づ
い
て
、
市
と
と
も
に
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
こ
と
が
で

き
る
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
そ
の
環
境
整
備
に
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
、
私
に
と
っ

て
２
期
目
の
集
大
成
の
節
目
の

年
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
「
融
和
」
か
ら
「
成
長
」

へ
と
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
進
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
、
産
（
企
業
）
、
学

（
大
学
な
ど
）
、
金
（
金
融
機

関
）
、
民
（
市
民
）
、
公
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
社
福
な
ど
）
、
官

（
国
・
県
）
、
市
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
の
連
携
の
も
と
、
ま

ち
づ
く
り
の
す
べ
て
を
協
働
の

視
点
で
と
ら
え
、
さ
ら
に
市
民

と
市
が
支
え
合
い
、
役
立
ち
合

い
な
が
ら
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
の
強
み
を
い

か
し
た
、
誰
も
が
幸
せ
や
生
き

が
い
を
実
感
で
き
る
持
続
可
能

な
地
域
社
会
を
創
造
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
方
針

少
子
高
齢
化
、
人
口
流
出
・

人
口
減
少
は
、
地
方
自
治
体
が

早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
変
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
総
務
省
が

発
表
し
た
平
成
27
年
の
人
口
移

動
報
告
で
は
、
掛
川
市
か
ら
の

人
口
流
出
超
過
数
は
１
５
１
人

で
、
こ
こ
数
年
連
続
し
て
減
少

し
て
い
る
状
況
で
す
。
私
は
、

教
育
、
文
化
、
医
療
や
交
通
の

利
便
性
な
ど
、
生
活
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
る
自
治
体
が
人
口

減
少
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
な
け

れ
ば
、
日
本
全
体
が
衰
退
し
て

し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
強
い
危

機
感
を
持
っ
て
市
政
運
営
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
（※

）

掛
川
市
は
、
ほ
か
の
自
治
体

に
は
な
い
「
報
徳
の
精
神
」
と

「
生
涯
学
習
の
理
念
」
が
根
付

く
高
い
市
民
力
を
根
幹
と
し
た

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
る
こ
と
で
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
な
ど
の
諸
課
題
を
乗

り
越
え
、
新
し
い
時
代
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
し
た
「
第
２
次

掛
川
市
総
合
計
画
」
が
、
本
年

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

す
。
掛
川
市
の
20
年
後
、
30
年

後
を
見
据
え
、
２
０
４
０
年
の

将
来
人
口
目
標
を
12
万
人
と
し
、

今
後
10
年
間
で
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
真
に
必
要
な
施
策
を

戦
略
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
（
施
策
体
系
は
上
図
参
照
）
。

ま
た
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
構
造
的
課
題
の
解
消

を
図
る
た
め
、
特
に
早
急
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
戦
略
的
施

策
集
と
し
て
「
掛
川
市
地
域
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
、
こ
こ
に
掲
げ
た
施
策

を
着
実
に
実
行
し
、
若
者
・
子

育
て
世
代
や
女
性
の
「
し
ご
と
」

と
「
ひ
と
」
の
好
循
環
を
つ

く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
掛
川
市
へ
の
定
住

化
を
促
進
す
る
た
め
、
民
間
事

業
者
と
連
携
し
、
大
規
模
集
客

施
設
の
立
地
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
中
東
遠
地
域
の
核
と

な
る
商
業
拠
点
の
形
成
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
３
月
に
策
定
さ

れ
た
「
教
育
大
綱
か
け
が
わ
」

に
基
づ
い
て
、
「
こ
ど
も
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
市
民
総
ぐ
る
み
で

掛
川
ら
し
い
教
育
施
策
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
が
進
め
る
１
億
総
活
躍
社

会
や
地
方
創
生
は
、
掛
川
市
が

進
め
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
同
じ
軌
軸
に
あ
り
ま
す

の
で
、
平
成
28
年
度
を
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
開
花
の
年
」
と

し
て
、
市
民
力
を
思
う
存
分
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

さ
ら
に
整
え
、
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
加
速
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

終
わ
り
に

私
が
最
も
重
要
と
考
え
て
い

る
こ
と
は
、
い
か
に
市
民
を
は

じ
め
、
各
種
団
体
や
市
内
外
の

企
業
、
国
・
県
の
行
政
機
関
な

ど
か
ら
掛
川
市
の
行
政
運
営
や

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
信
頼
を

得
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
第
２

次
総
合
計
画
」
を
着
実
に
推
進

し
、
安
定
感
と
安
心
感
の
あ
る

市
政
運
営
に
更
な
る
努
力
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　

第2次掛川市総合計画　施策体系図
目指す姿 平成28～37年度の10年間で取り組むこと

希
望
が
見
え
る
ま
ち
・

誰
も
が
住
み
た
く
な
る

ま
ち
掛
川

将来像
戦略目標（3つの日本一）

教育・文化日本一

健康・子育て日本一

重点施策
1　掛川への新しいひとの動きをつくる

2　掛川にしごとをつくり安心して働けるようにする

3　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

4　明日の掛川をつくり豊かで潤いのある安心な暮らしを守る
環境日本一

（※

）人
口
に
つ
い
て
は
21
ペ
ー
ジ
の
記
事
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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KAKEGAWA
2016平成28年度　当初予算

一般会計予算額　468億7,000万円
（前年度比　17億1,000万円の増） 問　財政課（☎21-1197）

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額
は
、

４
６
８
億
７
０
０
０
万
円
、
前
年
度
比

３
・
８
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
年
度
に
比
べ
増
額
と
な
っ
た
要
因

は
、
認
可
保
育
所
な
ど
の
保
育
施
設
建

設
費
補
助
の
ほ
か
、
中
央
小
学
校
校
舎

改
築
事
業
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
の
本
格
化
な
ど
で
す
。

　
市
税
収
入
は
、
固
定
資
産
税
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
昨
年
度
比
０
・
６
％
増

の
２
０
４
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
予
算
額
は
、
13
会
計
で
２

７
２
億
８
６
５
１
万
円
、
前
年
度
比

０
・
４
％
減
、
企
業
会
計
は
、
１
会
計

で
43
億
６
８
２
７
万
円
、
前
年
度
比

２
・
８
％
増
と
な
り
、
市
全
体
の
予
算

総
額
は
７
８
５
億
２
４
７
８
万
円
、
前

年
度
比
２
・
２
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

当初予算規模の推移

796億6,706万円

757億1,351万円

741億3,063万円

768億809万円

785億2,478万円

（年度）

H24

H25

H26

H27

H28

0 600 700 800 

●歳出の状況（一般会計）

●平成28年度掛川市各種会計予算規模の前年度比較表

性質別歳出の主な内訳（一部）

●歳入の状況（一般会計）

民生費 133億9,990万円
児童、高齢者、障がい者の
福祉推進などに

その他 29億1,320万円
商業、観光、労働政策の推進
および市議会運営費などに

市税 （43.5%）
 203億8,041万円
市民税（個人） 64億4,172万円
市民税（法人） 17億3,628万円
固定資産税 94億8,596万円
その他 27億1,645万円

その他 （7.1%）
 33億700万円

県支出金 （6.4%）
 30億963万円

地方交付税 （7.4%）
 34億5,000万円

市債 （9.4%）
 44億2,340万円

国庫支出金 （11.3%）
 52億9,373万円

 区分 予算額 構成比
人件費 62億1,398万円 13.3%
扶助費 78億5,895万円 16.8%
公債費 53億1,804万円 11.3%
普通建設事業費 83億9,086万円 17.9%
物件費 78億9,585万円 16.8%
補助費等 51億4,283万円 11.0%

用
語
解
説

●
一
般
会
計…

行
政
運
営
の
基
本

的
な
経
費
を
網
羅
し
た
会
計

●
特
別
会
計…

一
般
会
計
と
は
別

に
、
独
立
し
た
経
費
管
理
が
行

わ
れ
る
国
民
健
康
保
険
、
公
共

下
水
道
事
業
な
ど
の
会
計

●
企
業
会
計…

地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
を
受
け
、
市
が
経
営
す

る
企
業
活
動
に
係
る
会
計

【
歳
入
】

●
繰
入
金…

財
政
調
整
基
金
を
は

じ
め
と
す
る
基
金
か
ら
繰
り
入

れ
る
財
源

●
分
担
金
・
負
担
金…

市
が
行
う
、

特
定
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

一
定
の
利
益
を
受
け
る
方
に
そ

の
受
益
の
程
度
に
応
じ
て
負
担

い
た
だ
く
財
源
（
民
間
保
育
所

保
育
料
な
ど
）

●
使
用
料
・
手
数
料…

施
設
な
ど

の
使
用
や
特
定
の
事
務
に
よ
っ

て
利
益
を
受
け
る
方
に
、
そ
の

経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
負

担
い
た
だ
く
財
源
（
道
路
占
用

料
な
ど
）

●
国
庫
支
出
金…
行
政
上
の
目
的

を
果
た
す
た
め
に
、
特
定
の
事

業
に
対
し
て
、
経
費
負
担
割
合

に
基
づ
き
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

財
源

●
県
支
出
金…

特
定
の
事
業
に
対

し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源

●
地
方
交
付
税…

地
方
公
共
団
体

間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す

る
た
め
、
国
税
な
ど
を
再
配
分

し
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源

●
市
債…

道
路
や
学
校
な
ど
の
建

設
に
必
要
な
資
金
な
ど
を
、
県

の
同
意
を
得
て
、
国
や
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
る
財
源

【
歳
出
】

●
扶
助
費…

生
活
保
護
費
や
児
童

手
当
、
医
療
費
な
ど
の
社
会
保

障
に
要
す
る
経
費

●
公
債
費…

市
が
発
行
し
た
地
方

債
の
元
利
償
還
な
ど
に
要
す
る

経
費

●
普
通
建
設
事
業
費…

道
路
や
公

園
な
ど
の
社
会
資
本
、
学
校
や

公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
の
整

備
に
要
す
る
経
費

●
物
件
費…

賃
金
や
旅
費
、
需
用

費
、
役
務
費
、
委
託
料
な
ど
の

消
費
的
性
質
の
経
費

●
補
助
費
等…

市
が
個
人
・
団
体

な
ど
へ
公
益
上
必
要
と
認
め
た

場
合
に
支
出
す
る
経
費

 会計区分 平成28年度 平成27年度 増減額 前年度比

 一般会計 468億7,000万円 451億6,000万円 17億1,000万円 3.8%

特

　
　別

　
　会

　
　計

 国民健康保険 129億3,198万円 128億8,014万円 5,184万円 0.4% 
 後期高齢者医療保険 10億7,417万円 10億1,758万円 5,659万円 5.6%
 介護保険 92億8,021万円 94億2,685万円 △ 1億4,664万円 △ 1.6% 
 公共用地取得 5億　492万円 4億6,896万円 3,596万円 7.7% 
 掛川駅周辺施設管理 1億1,289万円 1億1,058万円 231万円 2.1% 
 簡易水道 2,735万円 1,919万円 816万円 42.5% 
 公共下水道事業 27億2,378万円 28億1,560万円 △ 9,182万円 △ 3.3%
 農業集落排水事業 2億4,037万円 2億4,572万円 △ 535万円 △ 2.2% 
 浄化槽市町村設置推進事業 3億7,650万円 3億9,894万円 △ 2,244万円 △ 5.6% 
 上西郷財産区 186万円 186万円 ̶ 0.0% 
 桜木財産区 6万円 6万円 ̶ 0.0% 
 東山財産区 251万円 251万円 ̶ 0.0% 
 佐束財産区 991万円 981万円 10万円 1.1% 

企業
会計

 計 272億8,651万円 273億9,780万円 △ 1億1,129万円 △ 0.4%
 水道事業 43億6,827万円 42億5,029万円 1億1,798万円 2.8%

 合　　　　　　　計 785億2,478万円 768億　809万円 17億1,669万円 2.2%

※増減額欄、前年度比欄の△印はマイナスを表します

歳出
（目的別）歳入

自主
財源
58.4％

依存
財源
41.6％

（億円）（平成 25 年度までは病院事業会計を含む）

総務費 47億9,731万円
総務管理、財産管理、広報広
聴、協働のまちづくりなどに

土木費 47億2,350万円
道路、河川、公園の整備などに

消防費 16億175万円
消防活動や、救急業務などに

農林水産業費 14億9,766万円
農業、林業、畜産業、お茶の
振興などに

民生費
（28.6％）

その他
（6.3％）

衛生費
（11.6％）

公債費
（11.3％）

総務費
（10.2％）

土木費
（10.1％）

教育費
（15.3％）

農林水産業費
（3.2％）消防費

（3.4％）

農林水産業費
（3.2％）消防費

（3.4％）

公債費 53億1,804万円
これまでの施設整備などで
借りたお金の返済に

衛生費 54億4,663万円
市民の健康づくりや、ごみ
やし尿処理などに

教育費 71億7,201万円
学校の管理運営や教育施設
の充実などに

分担金および （0.9%）
負担金 4億3,628万円

繰越金、財産収入、 （1.4%）
寄附金 6億4,171万円

使用料および （1.4%）
手数料 6億6,927万円

諸収入 （5.5%）
 25億7,359万円

繰入金 （5.7%）
 26億8,498万円
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2016主な事業

平成28年度予算

◆国土強じん化　
　強くしなやかな明るい未来の国土づくり
　●地震、津波対策アクションプログラム推進事業
　　命を守る希望の森づくり事業 6,210万円
　　防災リーダー養成事業 173万円
　　静岡県総合防災訓練開催事業 3,829万円
　　橋りょう長寿命化事業 2億1,180万円
　●合併推進道路整備事業（掛川高瀬線ほか）
  1億9,228万円

◆スマートコミュニティの実現
　●新エネルギー等普及促進事業 2,400万円
　（太陽光発電施設・蓄電池・HEMS等）

◆「ふくしあ」でつなぐ　地域の健康づくり
　○かけがわ「生涯お達者市民」推進プロジェクト
  6,198万円

◆地域の絆で課題解決　
　掛川流協働によるまちづくりの深化
　●希望のまちづくり交付金・地域環境整備交付金
  7,100万円
　●市民活動活性化推進事業
　（市民活動推進事業補助金） 400万円

◆選択と集中　行財政改革の推進
　○公共施設マネジメント計画策定事業 500万円

●学校給食センター建設事業 9億3,404万円
●中央小学校校舎改築事業 5億7,157万円
●生物循環パビリオン改修事業 　4億4,056万円
●小学校屋内運動場改築事業（大坂小ほか）
  3億7,747万円
○ラグビーワールドカップ等推進事業 648万円
○吉岡彌生賞推進事業 640万円

本 年度の予算では、協働のまちづくりを基本理念
とし、第2次掛川市総合計画における重点施策

4項目を柱として予算化しました。具体的には交流
人口の拡大や、雇用の創出、子育て環境の整備、防
災・災害対策の充実に力を入れています。

※〇は新規事業
※個々の事業については担当課にお問い合わせください。

Ⅱ Ⅰ 掛川への新しいひとの動きをつくる
　　　（5.2億円）

掛川にしごとをつくり
安心して働けるようにする
　　　（17.4億円）

Ⅳ Ⅲ
若い世代の結婚・出産・子育ての
希望をかなえる
　　  （33.0億円）

明日の掛川をつくり豊かで
潤いのある安心な暮らしを守る
　　　（13.0億円）

◆「茶エンナーレ」から始まる掛川文化の創造
　●茶文化創造千日プロジェクト 2,000万円
　「かけがわ茶エンナーレ」開催事業　　
　●文化催事事業 2,200万円
　（生涯学習文化催事およびロッシーニ歌劇場管弦楽団公演）　
　○伝統工芸体験教室事業 40万円

◆中心市街地活性化と
　多極ネットワーク型コンパクトシティ
　○天竜浜名湖鉄道新駅設置事業（新駅詳細設計）
  1,350万円
　●中心市街地創業支援事業 200万円
　●自主運行バス事業、路線バス支援事業 1億4,681万円

◆市民総ぐるみのおもてなし  観光客誘客促進事業
　●観光案内所運営事業 1,463万円
　　（ビジターセンター・たびスタ、南部観光案内処）
　○外国人観光客受入促進事業 150万円
　●掛川観光振興事業 1,484万円
　　（掛川観光協会実施のイベント等支援）

◆掛川の魅力を売り込め　
　掛川流協働力によるシティプロモーション
　●ふるさと納税推進事業 1億8,853万円
　○空き家実態調査および空き家対策計画策定事業
　  1,387万円
　○ご当地ナンバープレート交付事業 166万円

■民間からDMO担当参事を招へい
DMO（Destination Management Organization）とは、
地域の多様な関係者を巻き込みつつ、科学的アプロ－チを取
り入れた観光地域づくりを行う舵取り役のこと。近畿日本ツ
ーリストからの人材派遣により担当参事を配置し、入込客の
増加策を積極的に展開します。
■外国人観光客の受け入れを促進
公衆無線LAN環境の整備などにより、市内を周遊できる
仕組み作りを行います。　　

増加する保育需要に対応するため、4月に乳児保育園「す
ずかけっこ」（大池・0～2歳児・定員72人）が開所。さらに
定員19人以下の小規模保育園が5園開園します。
加えて平成29年4月の開園を目指した民間の保育施設（2施
設）建設にむけた補助金を予算化しました。
これらにより今年191人、来年240人、合わせて431人の定
員増加を図ります。
さらに保育園の定員増と合わせて、本年度から市内の公立
幼稚園全園で午後5時までの預かり保育を実施するなど、保
育需要への対応を図りました。

太陽光発電施設等設置補助事業において、これまで補助対
象としてきた、太陽光発電施設および太陽熱温水器に加えて
家庭用リチウムイオン蓄電池や、HEMSも新たに対象し、
新エネルギー機器の普及を図ります。
※HEMS（Home Energy Management Systemの略）住
宅用エネルギー管理システムのこと。家電や電気設備とつな
いで、電気やガスなどの使用量をモニター画面などで「見え
る化」したり、家電機器を「自動制御」したりします。

昨年のミラノ国際博覧会出展を機に始まったバチカン市
国などとの交流を活用し、世界に向けて、世界農業遺産
「静岡の茶草場農法」や緑
茶文化、緑茶効能などの情
報を発信し「掛川茶」のブ
ランド価値向上を図ります。
また、三井物産の協力に
より、海外輸出対策に戦略
的に取り組みます。

－新たな観光戦略－
－掛川茶を世界に－

◆みんなが働ける掛川創造事業
　○かけがわ生涯ワーキングシステム事業 1,000万円
　●障がい者新規就労500人サポート事業 1,060万円
　
◆しごとを生み出すイノベーション支援
　●創業支援事業 163万円
　（相談会、創業支援セミナー開催）　
◆掛川市の新たな開拓
　内陸フロンティアと企業誘致
　●企業誘致対策 4億6,402万円
　（企業立地促進事業費補助金・産業立地奨励事業費補助金等）
　
◆明日を拓く農
　農業ビジネスの推進
　●農地中間管理事業 6,492万円
　○掛川市茶業振興計画策定事業 293万円
　○掛川茶輸出対策事業 55万円
　●世界農業遺産茶草場農法推進活用事業 931万円
　○オリーブ栽培推進事業 100万円

◆学びの協働アクションプロジェクト
　●かけがわ型放課後等教育支援事業 337万円
　●中学校区学園化構想事業 463万円
　○白熱サイテク（サイエンス&テクノロジー）
　　教室開催事業 60万円

◆子どもは地域の宝
　地域の子育て力向上プロジェクト
　●子育て協働モデル事業 100万円
　○子育て世代リフォーム支援事業 100万円

◆家庭の子育て力・教育力向上プロジェクト
　●子育てコンシェルジュ事業 804万円
　●三世代同居支援事業 2,700万円

◆企業の子育て力向上プロジェクト
　●子育てと仕事の両立環境整備事業 259万円

◆結婚・出産・子育て環境整備プロジェクト
　○認可保育所等建設費補助金（2園） 6億2,551万円
　●子育て世代包括支援センター事業 420万円
　○ひとり親家庭子育てサポート事業 326万円

－保育園の充実－

その他の主な事業

－新エネルギー機器の普及－

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

ピックアップ2016①
ピックアップ2016②

ピックアップ2016③

ピックアップ2016④

中央小学校（校舎西側グラウンドから）
北・中央の校舎棟は、昭和39年の同校創立時
から使用されてきました。グラウンド南側に新
校舎の建設を予定しています。
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